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⼈材難を前提としたときの、経理業務の課題に対する打ち⼿の⽅向性
弊社では毎年リスクサーベイと題して、経営層、経理財務部、リスク・コンプライアンス関連部署に所属されている⽅を中⼼に、「アジア進出⽇系企業における

リスクマネジメントおよび不正の実態調査」を実施しています。以下、2022年度の最新結果によると、シンガポールにおいては２年連続「⼈材流失、⼈材獲得
の困難による⼈材不⾜」が優先着⼿が必要なリスク No1 となり、かつ、全体に占める割合は前期⽐で上昇する結果となりました。この傾向は、経理財務部の
⽅の回答を集計しても同様となっています。

※上記サーベイのフルコンテンツは右リンクをご参照ください。アジア進出⽇系企業におけるリスクマネジメントおよび不正の実態調査 2022年版｜Deloitte Japan

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/risk/articles/asia-pacific/risk-and-crisis-managment-survey-asia.html
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 このような傾向を踏まえ、今回は各社経理財務部から聞かれる⼈材難に端を発するお悩みや課題感をお伝えすると共に、考えられる打ち⼿の⽅向性につい
て下表で紹介させていただきます。

 ⽇系企業においては、⼀般論として社内完結型で業務に対応する傾向がありますが、特に⼈材難が継続する現状を踏まえると、プロジェクトへの対応と通常業務の
オペレーションを同時に対応することが難しくなりつつあります。本ニュースレターが、⾃社の経理財務部⾨が真にステークホルダーから期待されている役割にリソースを集中
できているかという観点で、業務を再点検いただくきっかけになれば幸いです。
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